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　内部気泡の観察は KODAK Gray CardⓇ（The 
Tiffen Co，LLC，NY，USA）上に試料を乗せ目
視で cm2当たりの気泡数をカウントした．
　統計学分析は多重比較（Tukey–Kramer法，p
＜0.05）を行った．
【結果】
1  ．シリコーンの引張強さは，マイクロ波の出力
が上昇すると増加し，出力時間が長いと増加す
る傾向を示した．500w15，1₇0w15＋₇00w3が
₇.8，8.2Mpaと他の材料より高値になり，MG21
と同等の値となった．伸びは，1₇0w10＋₇00w3
が349％，1₇0w15＋₇00w3は392％と他の処理
方法より大きな値を示したが，市販材より低
かった．100％変形時応力は，1₇0w10＋₇00w3
と1₇0w15＋₇00w3は他の処理方法・MG21より
も高く，CapSと同等であった．
2  ．引裂強さ試験ではマイクロ波の出力が増加す
ると，また出力時間が長いと強さが増加する傾
向となり，1₇0w15＋₇00w3 は33.₇Kgf/cm，
500w15は34.2Kgf/cmとMG21より高値となっ
た．
3  ．硬さ試験ではマイクロ波の出力が増加する
と，出力時間が長くなると硬さが増加する傾向
となった．500w15 は62.6 でシリコーンでは最
高値となったが，市販材の83.1，83.2より低
かった．
4  ．衝撃吸収試験ではマイクロ波の出力が増加す
ると，出力時間が長くなると衝撃減衰量が低く
なる傾向を示し，1₇0w15＋₇00w3は最も低い
0.5₇6KNであった．しかし CapSより高く，
MG21と同等であった．
5  ．内部気泡は500w15が0.6₇個／cm2で最も多く，
他の重合条件の0.24～0.3₇個／cm2の約 2 倍で
あった．また他の条件間には有意差は認めな
かった．
【結論】
　シリコーンをスポーツマウスガード材料に用い
るためのマイクロ波重合には，1₇0w15＋₇00w3
の重合法が有効であることが示された．
	
